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⑳「明 日を信 じて －私の子育て奮闘記－」

一発違障害の子どもと向きあって2 2 年 －

紹介者 宮崎県小林市立小林小学校

ことばの教室担当 今川 雅雄

－パンフ レッ トを初 めて読 まれる方ヘー

・頼 りになる指導書

15年 前 に こ とばの教 室 を初 め て担 当 した

際、た よ りになったのが先輩 の先生 方 と親の

会のパ ンフ レッ トで した。構音指 導の方法か

ら、吃音児の対応、保護者の思い、聴覚障害

の理解 な ど、 こ とばの教室経営 に必 要 なノウ

ハウが全てそ ろってい ました。値段 も手頃 な

ため、全 冊 をそろ えて教 室 に備 えま した。

「両親指導の手引 き書」とある ように、通級

生の保 護者 にも是非読 んでいただ きたい とお

勧め し ま し た。 読 ん で い た だ くこ と に よ り、

「 こ とばの教 室 で の指 導 内容が 理解 で きた」

とか、「子 どもの将来 に関 して明るい展 望 を持

つことがで きた」などと大変好評で した。

まだ 、 読 ん だ こ とが な い とい う方 、 指 導 で

なやんでいる先生方にお勧 めです。

今 回はその中で、一番新 しくで きたパ ンフ

レ ッ トを 紹介 し ます 。

（3 3）「明 日を信 じて一私 の子育て音節記－」

は じめに筆者の紹介 をします。名前は安田三

和子さんで、教員、会社員等を経て、現在は病

院の精神科 で臨床心理士 をされている方です。

筆者 は、出産時 に くも膜下 出血 とい う二重

の苦 しみ を味わ いま した。乳児期 の初期の大

切な時期 に子 ど もとふ れあ う機 会が なか った

ため 、 心 に負 い 目 を持 って しまい ま した 。

その上、産 まれ た子 どもは、障害があ るよ

うです。障害の ある子供 を持 った親 は、誰で

も一 度 は 考 えた こ とが あ る よ うに 、 筆 者 も親

子心 中 を思 っ た こ とが あ る そ うで す 。

しか し、子 どもが成 長する につれて親の負

担も軽減 してい きます。それ もつかの 間、小

学校 に上が ります と、学校 生括面で様 々な支

障が 出て きます。小学校入 学が間近 になった

ある 日、 子 どもの障害 名が L D で あ っ た と診

断を受 けま した。筆者 は、

「 や っ と、私 は救 われ る言 葉 に出会 った と思

いま した。」と書 い て い ます 。

・診断 を受 けることの意 味

筆者 は診 断を受 ける ことの意 味を こう述べ

てい ます 。

「診断 がつ くこ とで親 自身の覚悟 が決 まる

からなのです。」診断名がついたか らといって、

サポー ト体 制 が で き るわ け で は あ りませ ん 。

当時 は、 L D とい う言 葉 も珍 しかった時代

ですか ら、現場 には支援 に理解 のあ る教 員は

ほとん どい な か っ た の で は な い か と思 わ れ ま

す。 それだけに、担任 との微 妙な関係 も文 中

から伺 え ます 。

筆者 は、夫 のすす めで我 が子 を山村留学 に

出す こ とを決意 します。 少人数 での指導 は、

様々な面 で良い結果 を もた ら しました。療育

が目的で はなか ったので すが、筆者 日 く「人

生の転 機 に なった」とい う ぐらい、良 い経 験

にな っ た よ う です 。

その後、中学での思春期、高校入試および入

学、大学入学か ら大学 院の現在 にいた るまで、

数々のエ ピソー ドを交 えなが ら、一人の発達障

害が ある子 どもの成長ぶ りを措いてい ます。

・特別支援教育にこの一冊

本年度から特別支援教育が本格実施される

わけですが、全ての学校現場で支援体制が確

立さ れ て い る わ け で は あ りませ ん 。 まず 、 保

護者が子 どもの特徴 を十分 認識 し、対応の仕

方を学 校 職 員 と とも に考 え る必 要が あ ります 。

本 パ ンフ レ ッ トは 、学 習 支援 の ア イデ ア も

豊富 に載 せ られてお り、 L D 児 の支援 に悩 む

親や教 師に とって福音 の書の一冊 になるで あ

ろう と確 信 します 。


